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 要 旨 

 

目的：2016-2050 年にコロンビアにおける飲酒、喫煙、高体格指数(BMI)、低身体活動が結腸直

腸癌の発症に与える潜在的な影響を検討すること。 

 

方法：直腸結腸癌の発症に関する性・年齢階級別データ、地域住民を対象とした曝露因子のデー

タおよび将来の人口予測に基づき、2016-2050年の間に予想される直腸結腸癌の発生率をマクロ

シミュレーションモデルのソフトフェアである Prevent V.3.01を用いてモデル化した。ベースラ

インのモデルは介入により曝露のレベルは変化していない状態とした。二つの介入シナリオを設

定した。一つ目は 2017 年時点でリスク因子の曝露をすべて除去した場合、二つ目は 2016 年に

おけるリスク因子を 10年以上かけて 90%にまで徐々に下げた場合である。 

 

結果：ベースラインのモデルでは、2016-2050年の間に総計 274637人が直腸結腸癌を発症する

と予測された。リスク因子をすべて除去した場合、飲酒除去では 6908 人、喫煙除去では 6104

人、適度な身体活動では 16637人、理想的な BMIでは 25089人の新規発症を抑制することが予

測された。飲酒、喫煙、高 BMI、低身体活動の割合が 10%徐々に減少した場合、それぞれ 618、

488、2954、2086人の新規発症を抑制することが予測された。 

 

結論：コロンビアにおいて、直腸結腸癌の発症を減少させるには、近年増加している低活動や肥

満を抑制する取り組みが重要である。直腸結腸癌への飲酒と喫煙の影響は相対的に小さかった。 

 


